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1、問題の所在と研究自的
現在、日本の学校教育において、「学ぴ続ける教員」(中央教育審議会,2012)とい 
う教職生活全体を通じた教員の成長過程の中で,授業力量を瑕成し,向上させていく 
ことが求められているuそして,この件に関して先行研究では、教員が持つ授業観や 
教師観、子ども観といった信念がその成長過程に深く関わっていることが明らかにさ 
れてきた(木原,2004;黒羽,1999；吉崎,1991)。また、小学校教員の持つ信念が教 
員の授業力虽の成長発逹に関係のあることが指摘されており(小野ら,1995)、教員の 
有する授業観が自指すべき授業や授業成果を大きく規定することが報告されている 
(吉崎,1997)。
上記を踏まえ、体育科教育学分野においても、行動主義的な研究への反省などから 
教員の体育授業に対する「知識」や「信念」の影響も議論されるようになり,知識や 
信念が教員の授業力最を規定することが指摘されてきた(中井,2010； Zhu et al,,
2011)。一方で、教Kが有する授業観は、児童、生徒、学生として何万時間と過ごして 
きた経験により構築されており,変容が難しいことが指摘されている(秋田,2000) 〇 
これらの指摘から、小学校教員を0指す学生が保持する体育授業観を明らかにする 
ことは、教員養成段階での体育の授業力量を向上させるためにも重要であると考えら 
れる。
実際に嘉数ら(2010)は、教員蒌成段階の1年生から4年生の学生が保持する「目 
指す体育授業」としての休育授業観について報告している。また示された体育授業観 
の学年間の相違についても指摘し,それらに教育実習経験が影響を与えることを示唆 
している。加えて嘉数ら(2013)は,教育実習前後の体育授業観を質的に分析し、保 
持する体育授業観が教育実習における授業実践を通して変容していくことを指摘して 
いる。他方で、勝亦ら(1979)も1、2、3年生の4月段階と教育実晋後の4年生の体 
育授業観を比較し、その相違について明らかにしている。これら先行研究は、変容が 
難しいとされる授業観の変容の衬能性を示唆するものである。しかしながら体育科教
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育学分野では,保健体育教員志望学生を対象としたものであり、体育授業を実施する 
小学校教員志望学生を対象に体育授業観を明らかにした研究がa当たらない現状であ 
る。そのようなことから、小学校教員志望学生を対象に,教育実習前の具体的な体育 
授業観を調査し、検討していくことは有意味だと考えられる。また第一義的にどのよ 
うな体育授業観を保持しているかを明らかにするための方法として、先行研究におい 
て理科授業観を明らかにした山崎(2007)や先述した嘉数ら(2013)が用いた研究方 
法を参考に質的に分析していくことで有用な知見を提供できると考えられる。そして、 
小学校教員志望学生の体育授業観を明らかにすることで、小学校教艮免許取得に係る 
体育科関係の授業科ロにおいて,より学生の授業力量向上を意闵した講義内容を提供 
することができると考えられる。また教育実習前の体育授業観を明らかにし,教育実 
習後の調査を実施することにより,小学校教育実習における体育授業観の変容の可能 
性を探ることを可能とするだろう。
そこで本研究では,教育実習前の小学校教員志望学生が保持する体育授業観を明ら 
かにすることを目的とした。
2.研究方法
2-1対象
対象有は,2015年度S短期大学児童教育学科1年生の小学校教員免許取得希望者37 
名である。教育実習前の学生を対象としているため,I年生を対象とした。
S短期大学児童教育学科では,保育士資格,幼稚園教諭2種免許、小学校教諭2種免 
許を取得することが可能である。資格•免許取得は卒業要件としていないが、在籍す 
る学生の9割以上は,いずれかの資格•免許を取得し、卒業する。その中で1年生は 
157名在籍しているが、調査時点で進路希望について,不確定な学生も存在した。そこ 
でデータ収集の時点で,小学校教員免許取得を希望する学生を小学校教員志望学生と 
し,対象者として選定した。
2-2 データの収集方法
データの収集は、2015年6月22日,2015年9月25日に行った。
山崎(2007)や嘉数ら(2013)を参考にした質問紙を作成し,自由記述式で回答さ 
せた。質問项目は、「①あなたが目指す体育授業は,どのようなものですか。その理由 
も説明してください。」「②その授業について比喩を用いた場合,どのように表現でき 
ますか。」丨③その比喩を考えた理由を書いてください。」である。
また学生に質問内容の理解を促すために、配布したK問紙に0指す体育授業とそれ
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に対する比喩表現を例示した。
2-3データの分析方法
対象者の体育授業観を明らかにするために、文書化したデータに対してKJ法(川喜 
田,1967)を用いて分析した。
KJ法は、帰納的に概念や仮説を生成していく分析方法である。この方法では、まず 
対象者の自由記述などの特定事象を別の事象を分類していく。このような分類から暫 
定的な概念を生成していき、更にその他の事象とも分類を進め、サプカテゴリーから 
カテゴリーを引き出していく。このような分柝作業を繰り返し行った。分類の対象は 
質問項n①とし,比喩表現やその説明の質問項r②③は,体育授業観を分類するため 
の解釈の参考に用いた。
この手法に基づき本研究の分析では,質的データを対象とするため、量的研究との 
研究過程の相違などから信頼性と妥当性を高めるために異なる手続きが必要になる
(大川ら,2002)〇また質的研究の「解釈における分析では,数量的分析のようにデー 
夕を数量化し、結果の再現性を保証することで客観性を支える方法を取らない」(藤江, 
2007)ので、信頼性と妥当性の確保が重要になる。そのため,第1に分析過程におい 
て、調査者■と小学校教員2名(教職歴35年目の指導教論,教職歴S年目)の計3.名で 
3回協議を重ね、分類(平成27年9月、10月、11月)を行った(peer examination) 
(メリアム,2004)。1、2回Mの分析は、3名合同で分類を行った。分析者間の意見が 
-致するまで協議を重ね、2 でサブカテゴリーからカテゴリーを生成し,カテゴリ
一名も決定した。3回自は、各分析者それぞれで分類を行い、分析者間の分類一致率が 
90%以上であったことにより、分析を終了とした。同時に分類が一致しなかったデー 
夕にっいては,各分析者が分類した基準を説明し、3名の意見が統一するように協議を 
加え、分類した。
3,結果と考察
分析結果から、生成された小学校教員養成段階の学生が保持している体育授業観の 
サブカテゴリーとカテゴリーに該当する記述をした人数と金体における*剖合を表1に 
示した。またサブカテゴリー Iにおける具体例と比喩S現を衷2に示した。
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表1_体育授業観のサブカテゴリーと力亍ゴリー
折ゴリー サブカテゴリーn サブ折ゴリーI I n m
体育授業の
目標に関す
ること
技能を向上させる 
授業 達成感や成功体験を得ることができる授業 2 2
8
(21.6%)
認知面を形成す 
る授業 技能の向上に必要な知識を学べる授業 1 1
態度面を形成す 
る授業
仲間との協購性を身につけられる授業 4
5技能や体力の向上だけでなぐ友だちと認め 
合うことのできる授業 1
体育授業の
情意面に関
すること
子ども全員 
が楽しめる授業
楽しいと思える授業 13
23 25 
(67.6%)
運動の苦手な子でも楽しめる授業 4
運動の得意な子も苦手な子も楽しめる授業 6
子どもの関心意 
欲がSい授業
子どもが主体的に動いている授業 1 2子どもが積槿的に参加している授業 1
体育授業の
安全面に関 
すること
安全面を考えた授業 4 4 (10.8%)
合計 37
表1のサブカテゴリーIから,「技能を向上させる授業」、「認知®を形成する授業」、 
r態度面を®成する授業」.「子ども全員が楽しめる授業」、「子どもの関心意欲が高い 
授業」というサブカテゴリーnが生成された。それらの結果から,カテゴリ--として 
「体育授業の目標に関すること」,「｛本育授業の情意面に関すること」が位置づいた。 
サブカテゴリーIで生成された「安全面を考えた授業」は、他のサブカテゴリーと統 
合されず、独立したカテゴリーとして位置づけられた。その上で,カテゴリー名とし 
て「体育授業の安全面に関すること」とした。
「体育授業の目標に関すること」は、「技能を向上させる授業」は技能、「認知面を 
蔣成する授業」は思考判断、「態度面を形成する授業」は態度というように、現行の学 
習指導要領のg標項日と対応する結果となった。この点は,保健体育科教員接成段階 
の学生を対象に調査した研究でも、体育授業で何を身につけさせたいかという「技 
能」•「知識」-「態度」に関する具体的な考えを含んでいるのが特徴と指摘されている 
(嘉数ら,2013)。そのような事から,小学校教員養成段階の学生にも、体育授業で児 
童に何を身につけさせたいのかという眞体的な授業目標を体育授業観に含んでいると 
同搽のことがいえるだろう。
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表2.カテゴリー Iに対応した記述例と比喩例
折ゴ1J-1 記述例 比喩
達成感や翻腿を得る
ことができる授業
■成功|体験がたくさんできる授業
■運勤するで充実感、達成感を得られることを分からせる授業
•アンパン7ンのような
•長距離
技能の社に錄な知議
を学べる授業
■楽しくて、關力や持久力を身につけるためにはどうすればいいか 
わかる授業 •アスレチックのような
仲間との協調性を身につ
けられる授業
■則の友だちと仲良くなれるような授業
•友だちと-緒に協力して、頑張れる授業
•コンサ-卜のような
•ハリ-ポッタ-のような
技能や体力の向上だけで 
なぐ友だちと認め合うこと 
のできる授業
■技術や体力の力がつ(だけじゃなく、協力することや人の良いところ 
をみれるようにさせるような楽しい授業 ■休み時間のような
楽しいと思える授業 -楽しく学べる授業■子どもが思いっきり楽しんでいる授業
‘遊園地のような 
•加パえびせんを食ベ
ているような
遷_苦手な子でも楽し
める授業
•運動が苦手な子こそが鍵を握る体育 
■運動に対する苦手意識が薄れていく授業
■トムスポ-ッ
■料理上手なお母さん
遷動の髓好も苦手な
子も楽しめる授業
■運動の得意な子も苦手な子も積極的に参加できる授集 
■運動が苦手な子も得意な子も楽しめる授業
-お子様ランチ
•おもちゃ屋さんのような
子どもがi_に動いて
いる搜業 ■子どもが主役になるような授業 •部活動のような
子どもが積極的に参加し
ている授業 ■子どもが積酗に参加している授業 ■テ-マパ-クのような
安全面を考えた授業 ■ケガをさせない授業■子どもが楽しみ,なおかつ安全を考えた運動を教えられる授業
•保冷舶ような
‘お母さんのキャラ弁
加えて、「体育授業の自標に関すること」に分類した記述の比喩衷現(表2)では, 
「アンパンマン」、「アスレチック』、「コンサートのような」と表されていた。例えば、 
［コンサートのような」との比喩を考えた理由では、『授業前はワクワクして,授業中 
は楽しくて、授業後に友だちとの協調性とか何かを学べるような授業にしていきたい
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から」と記述していた。この例のように「体育授業の目標に関すること」のカテゴリ 
一に分類された学生の記述は、体育授業を受ける子どもたちが楽しいと思うことの上 
に、授業で学ぶことが必要だという認識に立っていることが読み取れるだろう。
次に「体育授業の情意ffiiに関すること」は、「子ども全員が楽しめる授業」、「子ども 
の関心意欲が高い授業」から形成されている。「子ども全員が楽しめる授業」は,運動 
が好きな子どもだけではなく、苦手な子どもも一緒に楽しめる授業を0指していきた 
いという考えである。また「子どもの関心意欲が髙い授業Jは、授業中に教師にやら 
されるのではなく、子ども自身が積極的に主体的に取り組んでいけるような授業を目 
指していきたいという考えである。記述された比喩表現(表2)では、「おもちゃ屋さ 
んのような」「料理上手なお母さん」、「かっばえびせんを食べているような」等が挙げ 
られた。理由としては、「料理上手なお母さんは、好きなもの嫌いなもの関係なく、お 
いしく料理するから。運動の苦手な子•好きな子に関わらず楽しめる授業がいい」、r- 
回はまると、なかなか止めれなくなりそうな楽しい授業にしたい」と記述されていた。 
記述された比喩表現やその理由から、実際の授業で子どもたち全員が楽しく主体的に 
取り組んでいける雰囲気や子どもたちの意識といった内面に焦点を当てていることが 
考えられる。
上記のように形成された「体育授業の情意面に関すること」のカテゴリーにおいて 
も、先述した「体育授業のB標に関すること」のカテゴリーと同様に、嘉数ら(2013) 
の先行研究において指摘されている。嘉数ら(2013)は「体育授業における生徒の雰 
囲気」として、全員の生徒が楽しむことや積極的に活動することなどの考えを含んで 
いることを体育授業観の特徴と指摘した。この点から、この特徴が小学校教員養成段 
階の学生においても,体育を専門とする保健体育教員養成段階の学生と共通した体育 
授業観を保持していることが示されたといえるだろう。
しかし本研究では、嘉数ら(2013)の先行研究との相違点も見られた。それはカテ 
ゴリーとして、「体育授業の安全面に関すること」が形成されたことである。このカテ 
ゴリーは、体育授業を行うにあたって、怪我を予防するといった観点にたった考えで 
ある。グランド,体育館設備等の物的側面やどのように安全に指導していくかという 
人的側面に対する記述がみられた。その例として、比喻表現とその理由をあげていく 
こととする。比喩表現として、「保冷剤のような」、「お母さんのキャラ弁のような」が 
挙げられた。理由としては、「おいしいものでも、くさってしまったら食べれない。そ 
の運動が楽しくても、ケガをしたら怖くなるから。ケガをしないような授業がいい。J、 
「お母さんのお弁当は安心して食べれるから。」と記述されていた。この点は、児童教 
育学科における小学校教員養成段階の学生特有の指摘といえるだろう。なぜなら調査 
対象となった児童教育学科では、小学校教諭免許をはじめ、幼稚園教諭免許や保育十
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資格も取得できる。資格-免許取得に係る必修単位が重複している科目が多い。そこ 
で、乳幼児期での安全教育や安全管理について学ぶ機会が多くあり,子どもたちに対 
する安全配慮に対する意織が高まっていると考えられるからである。加えて,乳幼児 
期や児童期の子どもたちはまだまだ体が末定達であり、重大事故に陥りやすいといわ 
れている(日本保育協会,2014)。そのような事からも,保育士 •教師や保護#の怪我 
や病気の予防に対する意識が高いことも挙げられる。また昨今取り上げられるメディ 
ア情報の影響もあるだろう。調査を行った時期(6月-9 は、運動会シーズンとい 
うこともあり,組体操や体育授業での怪我や学校での安全管理の問題が大きくニュー 
スでも取り上げられていた。このような背景から、安全意識が高まり、体育授業観と 
して含まれた可能性も否定できない。
さらに現職の保健体育教師を対象に授業観の変容を検討した朝倉(2014)の研究にお 
いて、教師になる前の経験から、保健体育教師の授業観の中に「規律•態度志向！と 
「運動ft •安全志向」の存在を明らかにしている。このような先行研究からも,学生 
自身の体育授業を受けてきた体輓や免許取得に係る学びの経験から,安全面に関する 
ことが授業観に含まれていったことと考えられる。そして、この授業観は、グランド 
や体育館で実際に体を動かし、運動するといった教科である体育科特有の授業観とし 
て解釈できる。
他方で,体育授業観のサブカテゴリーとカテゴリーに該当する記述をした人数の全 
f本における割合(表1)をみると、「体育授業のM標に関すること」は約22%,「体育 
授業の情意面に関すること1は約68%,「体育授業の安全面に関すること」は約11% 
となった,体育授業の情意面を重視した記述が約7割占めた埤山は、2点考えられる。 
1点目は,まだ大学に入学してから1年も経過しておらず、体育科教育法も未履修であ 
るので,具体的なR標論や指導論についての知識が不十分なことが考えられる。2点闫 
は,教育実習について未経酿という点が挙げられる。なぜなら、教育実習経験におい 
て、「授業の具体的な手立てを含めた考えへの変化が認められる」(嘉数ら,2013)と 
の指摘があるように、教育実習経験が学生の体育授業観をより具体的な自標論や指導 
論にしていくことは先行研究でも多く示唆されているからである。(Tsangaridou, 
2008 ;嘉数ら,2013).
上記の点を踏まえると、短期大学小学校教員養成課程の学生であっても教育実晋前 
では、「楽しい体育授業」といった抽fe的な体育授業観を多くの学生が記述するという 
ことが指摘できる。加えて、この対象学生らが教育実習を経ることにより、「楽しい体 
育授業Jを実践するための具体的な目標や指導方法を記述するか否かを検証すること 
が求められる。
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4、結論と今後の課題
本研究では,短期大学小学校教員養成課程の学生がf发持する体青授業観の様態を明 
らかにすることをロ的とした。その結果は以下の通りである。
まず体育授業観としては、大きく 3つの考えに分けることができた。それは,「体育 
授業の日標に関すること」、「体育授業の情意面に関すること」、「体育授業の安全面に 
関すること」であった。「体育授業の目標に関すること」、r体育授業の情意而に関する 
こと」については、嘉数ら(2013)の先行研究と比較することで、体育を専門とする 
保健体育教員養成段階の学生と共通した特徴を持つ体育授業観を保持していることが 
示唆された。一方で,「体育授業の安全面に関すること」については,これまでの保健 
体育教員養成段階の学生を対象とした先行研究では指摘されておらず、短期大学児童 
教育学科における小学校教員養成の学生の特徴として示すことができた。
しかしながら、抽象的な体育授業観を示している学生が約7割を示す中で,そのま 
ま変容をすることなく,教員免許を取得し、教員として入職していくのか。教员免許 
取得過程の中で変容していくのか。それとも嘉数ら(2013)やTsangaridou(2008)の 
先行研究が示すように,教育実習経験が体育授業観に影響をもたらし、変容するのか 
が課題として残された、その踝題を検討するためには、継続的に教育実習前と教育実 
習後に,本研究と同様の質問紙調査を行う必要があるだろう。加えて、対象者を選定 
し,個別事例としてインタビュー調査を並行して実施することにより、詳細な変容過 
程を追うことを可能とするだろう。
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